












































































 この図書館は若者のために 2000 年に活動を開始しました。賑やかな歩行者道路とショ
ッピングモールを見渡せるヴァイゼンハウス通りの角のビルの上の二つの階がこの図書館
になっていて，特別に恵まれた出会いの場となっています。Medien@age（「メディア階」












































 この催し物のシリーズは，2012 年に行われ，大きな成果をあげました。 

































しています。このキューブ状の図書館は，2011 年 10 月 24 日に開館しました。韓国の建築










 それでは，私の講演をユルゲン・ゼーフェルト，ルートガー・ジュレ著，伊藤 白 訳
の『ドイツ図書館入門：過去と未来への入り口』からの引用をもって終わらせていただき
たいと思います。 
 「図書館が，多くの道と可能性に開かれたポータル（門）として機能する場合にのみ，
図書館は将来もなお存在し続けることができるのである。」 
 ご清聴ありがとうございました。 
 
